
１．研究の背景

広島県の牡蠣殻消費は農林水産業への応用が最も量が多く、ある程度の安定があったが、国内外の
他産地のバイオマス系石灰製品も増加し、農業消費の減少に伴い未利用の牡蠣殻が増大する危機に
ある。工業分野での応用にはバイオマス活用やカーボンニュートラルの潮流からニーズは高まりつつあ
るものの、粉体粒度や管理の問題点から、これまでの生産ラインそのままでの粉体供給では採用にな
る幅が大きく狭められてしまうため、小粒径で粒度を制御した牡蠣殻粉体製品が望まれている。各企業
でのトライはあるが粒径によるエラーやコンパウンドでの供給が製造に対する品質疑念から進みにくい
状況を打開する必要がある。

２．研究目的 

前年度までに課題であった微粉末の連続生産における水分量の制御を行い、粉砕条件、方法により複
数の粒径グレードを生産試験を設定する。需要家が検討しやすい複数の樹脂を対象にフィラーとして配
合を行い成形試験を行う。また製作した粉体を使用したプレス成型による炭素吸着硬化型の成形品を
制作し、日用品等の製作の基礎技術を取得し、製品の炭素吸着等の性能を検証する。

３．研究の成果
ACMパルぺライザーを使用した粉砕試験で目標水分値を1.0%以下に設定。熱風発生器の使用により目
標値を達成。また1時間の運転でも、熱風発生器不使用時の様な粉詰まりによる停止は発生せず装置、
方式の有効性を確認する事が出来た。竪ミルでの粉砕条件の設定を行い、2種類の粉砕方法で平均粒
径を3㎛、6㎛、10㎛に制御した粉体を製品化した。試作製品は粉体または竹原化学工業、西部工業技
術センターにてコンパウンド化され、物性評価や需要家における試作に用いられ複数企業のバイオマス
製品登録につながった。射出成型とプレス成型の金型を試作し、流動性の確認や日用品製品の製作に
おける課題等を抽出した。また、炭素固定による製品LCAについても評価を行った。

４．データなど

課題名 かき殻微粉砕品の規格化と工業応用

令和７年度 循環型社会形成推進機能強化事業 課題番号 実証１

NPO法人広島循環型社会推進機構

丸栄株式会社 沖野 靖将
竹原化学工業株式会社 伯谷 浩・濱田 孝輝
近畿大学 工学部  白石 浩平
県立広島大学 名誉教授 西村 和之
広島県立総合研究所 西部工業技術センター
小島 洋治・大川 正巳・山本 健・佐川 洋行・貞井 俊平・丸本 翼

Boo Boo Factory 社 ルアー試作造形評価 本研究提供品での展示会でのでの試作展示

自動車用内外装部品に応用展示↑
↓GPEによる低環境負荷製品の試作
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